
古筆歌切の美  

  典雅な筆蹟と料紙の魅力。古筆切は、国文学のみならず書道・美術史の

  重要資料です。初めて公開される断簡もありますので、古典籍中の珠玉 
  をじっくりと賞翫してください。  
 
 １ 古今和歌集断簡 関戸本古今集切   平安時代後期写 １葉◎  
 薄茶色具引かと思われる斐紙（縦２１・４、横１６・７糎）に、古今和歌

集巻８離別巻頭部分（３６５～３６７）を９行書写。綴じ穴の痕跡は見えな

いが、汚れから判断して列帖装丁のオモテすなわち見開き左側か。  
 内題「巻第八 離別歌」は前丁末にあったと思われる。この巻は従来１葉

（３７２・３７３上句）のみが報告されていたので、ここに新たな断簡、し

かも巻頭部分を公開出来るのは誠に喜ばしい。通常関戸本古今集切は藤原行

成を伝称筆者とするが、掲出の切では末田幽碩の極札に「宗尊親王たちわかれ

〔幽碩〕」とある。宗尊親王（１２４２～１２７４）と極められた古筆に平

安時代の名筆が多いことは、よく知られた事実。  
 この断簡は江戸時代の初め頃までには関戸家伝来の冊子と離れていたら

しく、冊子の分は加賀前田家から明治１７年（１８８４）ころ関戸家へ移っ

た。  
 
 ２ 古今和歌集断簡 今城切（藤原教長筆）  
   平安時代末期写 軸装１幅  
 藍漉染斐紙（縦２４．６、横１５．９糎）に淡墨界を引き、巻１０物名４

６２・４６３を５行に書写。毎半葉６～８行を定式とするが、掲出断簡の場

合、最終行を削り落とした痕跡あり。古筆切の体裁を整えるためであろう。 
 力強く重厚な書風は飛鳥井雅経（１１７０～１２２１）の筆跡として珍重

され、１００枚以上伝存する。奥書部分（三井文庫蔵たかまつ帖所収）や諸

雑記の記事により、藤原教長（１１０９～１１８０）が治承元年（１１７７）

写したものと考えられており、同筆と推定される資料に二荒山本後撰集・和

漢朗詠集長谷切・伴大納言絵巻詞書等がある。料紙には白・藍・茶・黄の４

色が認められ、掲出の断簡は藍地だが、その色調のやや強いのは裏打ち料紙

の青色のゆえである。  
 
 ３ 古今和歌集断簡 中山切（伝九条兼実筆）  
   鎌倉時代初期写 軸装１幅  
 金銀箔散らし・霞引き・緑青による下絵装飾を施した美麗な斐紙（縦１６．

５、横１５．９糎）に巻２春下１３２（下句）～１３４（詞書）を１０行書

写。古今集を書き写す場合、上下２冊とするのが普通だが、中山切は４冊の

列帖装写本から切り出された。巻１１～１５の第３冊（九条家旧蔵）が原態

のままに存する。  



 掲出の断簡は金銀の華やかな装飾に後京極流の名筆が加わり、鎌倉時代初

期を代表する優品となっている。本文は俊成本系、特に建久年本・永暦２年

本に近い（久曾神説）。伝称通り九条兼実（１１４９～１２０７）の筆跡と

見る研究者もあるが、それよりは下った別人の手であろう。  
 
 ４   古今和歌集断簡 内裏切（伝藤原清輔筆）  
   鎌倉時代中期写 軸装１幅  
 精良な斐紙（縦２４．１、横１５．１糎）に巻１春上５３・５４を７行書

写。本文と同筆の勘物あって所謂清輔本の特徴を示す。  
 畠山牛庵の極札「六条家大皇太后宮大進清輔朝臣〔牛庵〕」（ウラ面記入

なし）。勘物・注記等を持つ清輔本古今集断簡の伝称筆者は藤原清輔（１１

０４～１１７７）だが、南北朝の頃までの書写資料を見る（それ以降ほとん

ど写されなくなるようである）。  
 掲出の切は古い方に属し鎌倉時代中期をさらに遡る可能性もある。  
 
 ５   古今和歌集断簡 鶉切（伝藤原顕輔筆）  
   鎌倉時代後期写 軸装１幅  
 雲母にて瑞雲・道士・芭蕉等を刷った斐紙（縦２５．３、横１６．８糎）

に巻１９雑体１００５末尾・１００６冒頭部分を９行に書き、墨継ぎを工夫

し濃淡の差を意識的に作り出している。  
古筆了任の極札「藤原顕輔朝臣山あらしも〔守村〕」（ウラ面「了任」の印）

と畠山牛庵の極札「藤原顕輔朝臣山あらしも〔牛庵〕」（ウラ面記入なし）を

添える。  
 院政期の歌人藤原顕輔（１０９０～１１５５）を伝称筆者とするが、雲母

による同種の料紙装飾が続後撰集長尾切・続拾遺集伊勢切等にも見られ、鎌

倉時代後期の書写と判断される。  
 
 ６   古今和歌集断簡 石見切（安倍寂恵筆）  
   鎌倉時代後期写 台紙張１葉◎  
 四半の斐紙（縦２５．７、横１５．８糎）に巻１４恋４の７３７（歌）～

７４０（詞書）を９行書写、墨による漢字・片仮名の書き入れ、朱の合点等

あり。形式から言えば清輔本の如くだがそれとは一致せず、また定家本系勘

物とも異なる。料紙左端上部に綴じ穴跡が見え、右下に手ずれがあるので、

列帖装冊子本丁のウラ面と判断される。畠山牛庵（２代か）の極札「寂恵法

師いまはとて〔牛庵〕」（ウラ面記入なし）。  
 古筆家の鑑定通り順教房寂恵（俗名安倍範元、？～１３１４～？）の筆跡

と認められ、他に古今集（書陵部・上野家）、拾遺集（上冊のみ、山岸家）

等が冊子のまま伝来する。石見切も書き入れの有無によって少なくとも２種

が区別され、寂恵の頻繁な書写活動を語る。寂恵は鎌倉幕府に陰陽師として

仕え、将軍宗尊親王の和歌所の衆をも勤めた。  



 
 ７   古今和歌集断簡（伝小倉実名筆）   室町時代初期写 軸装１幅  
 矢羽根・草花等の下絵斐紙（縦２２．３、横１２．２糎）に巻２春下８７

～８９を８行書写。下絵部分に料紙の痛みが見られるのは、緑青または鍮泥

を用いたゆえであろう。極札を持たないけれども、ツレに小倉実名（１３１

５～１４０４）と極めたものがあるので、それに従った。いずれの切にも朱

の書き入れがある。実名の筆跡を確かめ得ないが、掲出の断簡はまさしく南

北朝から室町時代初期の書風を示す。当時の装飾料紙は比較的珍しく、作例

として貴重。  
 
 

写本と版本  

  １字１字手で書く写本が基本的に１点限りの制作であることは勿論、  
木版印刷の版本も、現代の書物とは比較にならないほど少部数しか作られま

せん。  
元来希少な典籍は、制作者・購入者そしてこれを保管する人の深い思いに支

えられて、今日に伝えられました。  
 
 ８   古今和歌集 零本 真名・仮名序  
   鎌倉時代後期写 巻子１軸  
 金茶地に瑞獣を織りだした金襴表紙。本文は斐紙（縦２５．３、横１４．

０糎）１０枚に真名序（作者名紀淑望なく、末尾「等謹序」を欠く）、１５

枚に仮名序（「ほかにちかき世」以下欠）を写し、巻２春下７８・７９分の

１枚を継ぐ。元来は四半列帖装冊子本か。  
 真名序・仮名序・巻２春下それぞれ毎半葉６・１０・８行書写。まま朱墨

の書き入れあるも、朱は薄れて判読困難、墨書き入れは本文と同筆であろう。 
 真名序に強い手沢が見られ、これを巻頭に持つ伝本であったらしい（通常

は仮名序が最初に置かれる）。字句にも通行本とは異同が多く、筋切本・基

俊本など平安時代伝本の系統に連なる。  
 
 ９   古今和歌集（暦応２年吉田兼好奥書本）  
   室町時代中期写   列帖装１冊  
 紺色地に菊・唐草等を織りだした金襴表紙（縦２５．０、横１６．７糎）、

その左肩に龍文を刷ったかと思われる題簽の一部が残る。金紙に牡丹唐草を

艶刷りした見返し。斐紙に毎半葉８（真名序）・９（仮名序）・１０（本文）

行書写、和歌１首１行書き、詞書２字下げ。朱の声点・合点のほか、同筆と

おぼしき片仮名・平仮名の書き入れあり。墨付１５７丁。  
 仮名序・本文・真名序の次に貞応２年７月２２日藤原定家奥書を掲げ、さ

らに「本云／暦応二年六月廿四日壬子以／宗匠御本書写訖／同廿九日校合之



  兼好／加朱点／判」 の本奥書を載せる。吉田兼好（？～１３５２～？）

は徒然草の著者として知られるが、南北朝動乱の世にあって古典研究・書写

を熱心に行い、歌書・物語の伝来に貢献した。  
 掲出本は建武５年（１３３８）に続く古今集書写を語るもの。なお金沢文

庫には兼好の筆跡に似た古今集序（朱点・朱註あり）を蔵し、また正木美術

館にも伝兼好筆の古今集序断簡がある。  
 
１０   古今和歌集 （伝足利義政筆）  
   室町時代中期写   列帖装１冊  
 萌葱色地に鳳凰・鶴等を織りだした緞子表紙（縦２２．８、横１５．８糎）、

外題なく剥落の跡も見えない。立派な装丁だが、改装であろう。  
 銀切箔を密に蒔いた見返しには白界が引かれているので、古写経の反故を

利用したものと考えられる。斐紙に毎半葉７（真名序）・８（仮名序）・９

（本文）書写、墨付１６６丁。和歌１首１行書き、詞書１字下げ、本文同筆

らしき書き入れあり。巻１７雑上８８５作者「あま敬信」に「よるかの朝臣

母列子ニツカヘタテマツルナリ」は珍しい註記。真名序の後に貞応２年７月

２２日定家奥書を載せる。  
 箱書「古今全部 東山殿御筆」、古筆了任（１６２９～１６７４）の極札

に「公方 慈照院殿義政公 古今和歌集 全一冊〔守村〕」とし、付属の古

筆了仲折紙にも「古今和歌集／全部一冊／慈照院義政公／芳翰於外題／三条

西実隆公／真痕無疑者也／金子十五枚（以下略）」とあるが、書誌的徴証か

ら箱以下の資料は別の典籍に付属していたものと思われ、伝来過程で書物が

入れ替わったらしい。しかし闊達な書風や註記、古雅な装丁など見所の多い

本である。河越敏子（楓風）氏より当館に寄贈された貴重書のひとつ。  
 
１１   古今和歌集 （契沖筆）  延宝・貞享頃写 列帖装２冊  
 紺色地に黄・白にて花菱を織りだした緞子表紙（縦２４．９、横１８．１

糎）、外題なし。金切箔・砂子を蒔いた見返し、本文は貞応本系統で、斐紙

に毎半葉１０行、和歌１首１行書き、詞書３字下げ。  
 上冊は巻ごとに改丁し、全ての巻を丁のウラより統一的に書写するが、下

冊は丁のオモテより写すことが多く、一貫した形式を持たない。  
 下冊末に「此古今集全部二冊、契沖阿闍梨墨痕也、聊不渉議論者矣、文化

元年三月、賀茂季鷹」の鑑定識語あり。賀茂季鷹（１７５２～１８４１）が

証する通り、碩学契沖（１６４０～１７０１）の筆跡と認められ、契沖仮名

遣いではなく伝統的な定家仮名遣いによっていることが注目される。  
 良質の斐紙や緞子の表紙から見ても、学術的な意図とは別に作成された写

本なのであろう。（参考）文化９年刊模刻版本によれば、掲出本には上田秋

成（１７３４～１８０９）の極書が付けられていたらしいが、惜しいことに

現在これを欠く。詳しい解説を付した複製（池田利夫博士編『契沖筆古今和

歌集』）も出された。  



 
 （参考）文化９年刊模刻版本  
 契沖手写本を底本として文化９年（１８１２）に刊行、編者は清水浜臣門

下の河（革）島蓮阿（１７６８～１８３５）である。蓮阿は契沖風の字をよ

くし、賀茂季鷹鑑定識語までも忠実に模刻するが、真名序を略し表記を契沖

仮名遣いに改めている。  
 
１２   古今和歌集 （東園基量筆）  
   元禄頃写 列帖装２冊  
 藍地に黄色の雷文・唐花を織りだした緞子表紙（縦２５・０、横１８・３

糎）、その左肩に金泥下絵の絹地題簽（縦１７・１、横３・８糎）を押し、

「古今和歌集 上（下）」と墨書。題簽には若干の痛みがあり、裏打ち補修

済み。題簽の痛み方と表紙のそれとが一致せず、また外題の筆蹟と本文とは

別筆なので、掲出本よりは古い題簽を再利用したものと考えられる。  
 見返し、斐紙布目紙に金切箔散らし。内題「古今和歌集巻第一」（巻首）。  
 本文は毎半葉１０行、和歌１首１行書き、詞書２字下げ。天及び左右にゆ

ったりと余白をとり、全巻１筆。厚手斐紙を用いた贅沢な写本である。  
 墨付き上冊７４丁、下冊７７丁。遊紙首尾各１丁。小口３方に薄く金泥を

引くのはやや珍しい。  
 下冊末に闊達な署名「権大納言藤原基量」、筆勢も文字の大きさも異なる

が、本文と同筆と見られる。筆者藤原基量（１６５３～１７１０）は、園基

任の次男基教を祖とする東園家の出身で、家の業である神楽のほか有職故実

に詳しく、当時第一人者の誉れが高かった。元禄１０年（１６９７）８月権

大納言となり、同１２年（１６９９）７月これを辞しているので、権大納言

在任時の書写と判明する。他に奥書・識語等はないが、本文の特徴から貞応

本系（二条家で使用した系統）と知られる。  
 上冊末に「鍋島文庫」（朱文）、下冊末に「鍋島直紹」（白文）の印。肥

前鹿島２万石を領した鹿島鍋島家の旧蔵。子爵鍋島直紹（ナベシマ ナオツ

グ、１９１２～１９８１）は、政治家として著名であり、参議院議員・科学

技術庁長官等をつとめた。  
 
１３   古今和歌集 伝嵯峨本  江戸時代初期刊 袋綴２冊◎  
 雷文繋ぎに唐草を艶刷りした藍色紙表紙（縦２６．４、横１８・９糎）は

痛みがあって文様不鮮明。表紙左肩に後補の素紙題簽（縦１４．４、横２．

９糎）を押し「古今和歌集 上（下）」と墨書。  
 上冊巻首に１丁、下冊首尾に遊紙各１丁あり。本文毎半葉９行、和歌１首

１行、詞書３字下げとし、本阿弥光悦（１５５８～１６３７）風の書体をも

って刻す。柱刻なく丁付はノドの部分に置く。墨付上冊８５丁、下冊８９丁。 
 上冊は各巻丁ウラ面より、下冊は丁オモテ面より始めるのを原則とし、た

めに時として半丁以上の余白を取った贅沢な作り方をする。  



 「安井文庫」「安井庸兄」の朱文印。下冊末に貞応２年７月２２日の定家

本奥書を刻するが、刊記はない。  
 江戸時代初期版本の名物であり、その美術工芸的意匠と光悦流の書体によ

って知らられる「嵯峨本」のうちに掲出本を数えるかどうかについては、諸

家の見解が一致しない。早く和田維四郎『嵯峨本考』が嵯峨本と認定し、川

瀬一馬『嵯峨本図考』はこれを否定、しかし同『増補古活字版之研究』では

旧説を改めて嵯峨本としている。  
 「伝嵯峨本」と称するゆえんだが、書風が光悦流であることは勿論、料紙

も比較的上質、版面もゆったりとして古今集最初出の版本たることを誇る。 
 
１４   古今和歌集 松会版  
   江戸時代前期刊 袋綴１冊  
 紺色地に松・秋草・霞等の金泥下絵布目紙表紙（縦２７．２、横１８．３

糎）、中央に題簽（破損あり、縦約１９・１、横約３・４糎）を押し「古今

和歌集 上」と刷る。版本としては豪華な表紙も題簽も原態をとどめるが、

残念ながら２冊を１冊に改装。本文４周単辺（縦２２．０、横１６．３糎）

１５～１９行、和歌１首１行。詞書きは歌よりもやや細字とし、３字下げ。

版心「古今和歌集巻上（下）  （丁付）」。  
 最終丁左下に「孟春吉日」、四周双辺の枠の中に「松会開板」と刻す。ま

ま朱の筆印と思われるものを上部欄外に押し、和歌の目印とする。  
 近世前期すでに盛んな出版活動を行っていた上方に対し、江戸にあって新

興の気を吐いた「松会」（松会堂）の刊行。市郎兵衛（２代目まで）・三四

郎（３代目以降）を名乗ったこの本屋の出版物は、当該時期比較的珍しい江

戸の本であること、師宣風の挿絵等によって人気が高い。  
 掲出本には具体的な年紀を欠くけれども、「延宝弐甲寅年孟春吉日」の刊

記を持つ版があり、「延宝弐甲寅年」を削った後印本と判明する。ただし版

面の印象は延宝２年（１６７４）以前、明暦・万治（１６５５～１６６０）

あたりまで遡ってもよいように見える。  
 
１５   古今和歌集 絵入り本  
   元禄頃刊  袋綴２冊◎  
 紺色地に銀泥草花下絵の布目紙表紙（縦２２．９、横１６．４糎）、中央

に朱題簽（縦１６．８、横３．６糎）を押し「古今和歌集 上（下）」と刷

る。銀切箔散らしの見返しと共に相当凝った版本であり、原態をとどめて貴

重。本文毎半葉１４行、匡郭なし。和歌１首１行詞書３字下げ、版心に文字

なく丁オモテのどの部分に丁付。墨付き上４７丁、下５４丁。下冊最終丁左

端に「須原屋茂兵衛梓」の刊記あるも刊年不明、一応元禄（１６８８～１７

０４）頃の刻成と考えておく。刊記部分は埋木か。もしそうであれば、須原

屋の求版本となる。本文は貞応本系。  
 おもしろいのは上下冊とも四周単辺（縦１９．４、横１４．３糎）で囲ん



だ絵が各４丁あり、そのすべてが(参考 )栄花物語抄出本の挿絵中に含まれる

こと。栄花物語抄出本では見開きあるいはそれ以上の連続画面を展開するの

に対し、掲出本では丁の表裏にしか絵はないので、本文のみの古今集が先行

し、後に絵を入れて出版したものであろう。  
 挿絵の影響関係を具体的に実証できる稀な例。  
 
 （参考）栄花物語抄出本  
 薄縹色無地布目紙表紙（縦２５．９、横１８．６糎）に藍色地題簽（縦１

９．１、横６．９糎）を押した原装本だが、やや後刷。栄花物語４０巻を要

領よく抄出ーただし巻１５うたがひ・巻２０御賀は全編収録ーして８冊とし、

目録・系図１冊を添える。職業的版下書きとは異なる公家風の典雅な筆跡と、

ゆったりとした絵柄が魅力である。  
 諸版には、享保（１７１６～１７３５）頃と言われる出雲寺和泉版、文化

３年（１８０６）向井八三郎版、無刊記本に大別され、掲出本は版面の疲れ

具合から見て、出雲寺版の刊記を削ったものであろう。  
 なお、栄花物語抄出本の挿絵が古今集に流用されている事実をふまえれば、

その初刻時期を享保より引き上げても良いように思われる。  
 
１６   古今和歌集 袖珍本  
   安永９年（１７８０）刊 袋綴１冊  
 菖蒲・蛇籠等の下絵ある薄縹色絹表紙（縦８．２、横６．２糎）、左肩に

「古今和歌集」と打ち付け書き。三代集すべて丁寧に改装される。間似合風

の薄様料紙を用い、四周単辺（縦６．８、横５．０糎）中に毎半葉１２行、

和歌１首２行、詞書２字下げ。版心「序（一～二十） （丁付）」。各巻ご

とに丁数を改め、都合１２８丁。真名序末に「享保二丁酉年中夏書 守月亭

源高尋」の署名を刻し、後見返しに「安永九年庚子初春再刻／華洛 植村錦

山堂蔵」の刊記。  
 掌中に収まる愛らしい小型本、後撰集・拾遺集と一括して伝来した。後２

者の刊記は「寛政十年孟夏／皇都書林／出雲寺文治郎／遠藤平左衛門／吉田

四郎右衛門」、「寛政十一年初秋発兌／皇都書舗・小川源兵衛／吉田四郎右

衛門／須原屋平左エ門／出雲寺文治郎」である。巻首に「よし田／節子蔵書

之印」の朱文印を押す。  
 
 （参考）銅版古今和歌集  
 薄縹色布目紙表紙（縦１１．２、横７．８糎）の袋綴２冊。表紙左肩に題

簽、四周単辺中に「古今和歌集蚊田蒼生／校訂上（下）」と刷る。薄様を用いた

精緻な銅版印刷であり、三代集としてまとめて出版された。下冊後見返しに

「延喜五年四月十八日出版／明治十八年九月廿日反刻届／奉勅 選者故人紀貫

之・・・出版人江島伊兵衛」の刊記。「延喜五年四月十八日出版」「選者故人紀

貫之」もおかしいが、各冊巻首に「鴻山文庫」朱文印の押されることに注意



したい。  
 鴻山文庫は、江戸時代以来の老舗碗屋（近代になって「わんや書店」）あ

るじ江島伊兵衛（１８９５～１９７５）のコレクションで、その大半は能楽

研究所（法政大学）に収まる。細かい説明を省略して結論のみ示すと、掲出

本は江島氏が碗屋の出版史を調べるために集めた資料であり、刊記中の江島

伊兵衛は先代に当たる。  
 なお先代伊兵衛の実弟伊三郎は、明治のジャーナリスト岸田吟香（１８３

３～１９０５）とも交渉のあった銅版彫刻の名手なので、掲出本の制作に関

与した可能性もある。  
 
 

注釈さまざま  

  古人の読みの記録や、考証の集積が注釈となって結実します。  
  膨大な注釈書の中には荒唐無稽な言挙げもないとは言えませんが、  
  今日なお有益な本、あるいはとても珍しい書物をここではお見せします。 
 
１７ 顕註密勘断簡 一色切（伝高階重経筆）  
   鎌倉時代後期写 台紙張１葉◎  
 銀紙覆輪ある斐楮混漉料紙（縦２４．１、横１６．１糎）に顕註密勘（歌

学大系本２５６頁）を１０行書写、手ずれから見て丁のオモテ面か。  
 古筆了音（１６７４～１７２５）の極札「従二位高階重経卿から錦〔琴山〕」

（オモテ）、「切癸未三〔了音〕」（ウラ）を添える。「癸未」は元禄１６

年（１７０３）。  
 顕昭（？～１２０７～？）の古今集解釈を基礎に藤原定家（１１６２～１

２４１）が家説・自説を加えた註釈で、後世に大きな影響を与えた。伝称筆

者高階重経（１２５７～１３１１）の筆跡資料が知られていないので掲出の

切との同定はできないが、その時代の書風ではある。  
 一色切は数の少ない名物切、ツレが翰墨城・藻塩草等に収められる。  
 
１８   古今伝授資料 大和郡山藩柳沢家旧蔵  
   塗箱入一括 袋綴２１冊  
 大和郡山藩主柳沢保光（１７５３～１８１７）ゆかりの古今伝授資料。全

体は天藍地紫の打曇間似合紙表紙（縦２８．０、横２０．０糎前後）で統一

され、古今秘伝（７冊）・古今余材抄（１０冊）・後水尾帝勅伝古今秘訓（２

冊）・古今和歌集〔聞書〕（２冊）より成る。  
 古今秘伝と古今余材抄は武者小路実陰（１６６１～１７３８）・慈雲飲光

（１７１８～１８０４）と伝えられた註、後水尾帝勅伝古今秘訓は風早実秋

（１７５９～１８１６）が柳沢保光の求めに応じたもの、古今和歌集〔聞書〕

は日野輝資筆古今集聞書の透写本である。  



 保光は日野家より古今伝授を受けた。  
 
１９   古今和歌集両度聞書  
   宝永６年（１７０９）刊 袋綴６冊◎  
 紺色無地紙表紙（縦２７．３、横１９．５糎）の左肩に薄縹色題簽「古今

和謌集抄 一（～六）」、押し発装あり。内題「古今和歌集両度聞書 巻一

（～六）」、本文毎半葉１１行、版心「古今抄巻一（～六） （丁数）」。 
 第６冊末終丁オモテに文明４年（１４７２）５月３日の東常縁識語を刻し、

丁ウラに刊記「宝永六丑暦／九月吉日／柳馬場通二条下町／吉野屋権兵衛」。 
 古今和歌集両度聞書には寛永１５年（１６３８）版と万治２年（１６５９）

版が知られており、刊記の丁のみの異同か。掲出の宝永版は稀少で原表紙・

原題簽をとどめるが、当然ながら刷りはやや落ちる。  
 掲出本は文明３年正月から４月、同６月から７月にかけて両度にわたる東

常縁（？～１４８４？）の古今集講釈を、宗祇（１４２１～１５０２）がま

とめたもの。  
 宗祇はたびたび古今集の講義を行っており、この古今和歌集両度聞書が伝

授活動の基本となったであろう。版本と写本系とでは内容が相当異なる。  
 
 （参考）寛永１５年刊風月宗智版  
 紺色地に雷文・唐草を艶刷りした紙表紙（縦２８．０、横２０．４糎）、

左肩に原題簽（縦１８．０、横３．５糎）を押し「古今和謌集抄 三上」等

と刷るが、落剥多く判読困難。  
 刊記「寛永十五戊寅年仲秋吉辰／二条観音町風月宗智刊行」があり、古今

和歌集両度聞書の初出版本である。  
 
２０ 古今和歌集正義  
   嘉永２年（１８４９）刊 袋綴９冊  
 白布目紙表紙（縦２５．４、横１７．９糎）左肩に四周単辺縹色題簽（縦

１８．４、横３．８糎）を押し、「古今和歌集正義序正文／総論一（～冬九）」と刷

る。第１・４・７冊には黄色の見返しが付き、「香川景樹大人著述／古今和

歌集正義／序正文総論序東塢塾蔵」等と見える。本文四周単辺（縦２０．３、横

１４．５糎）毎半葉９（総論）・１０行。第３・６・９冊末に「東塢塾蔵／

嘉永二酉年秋発行／弘所書林江戸日本橋通壱丁目須原屋茂兵衛（以下書肆名略）」

の刊記。  
 古今集の註釈として最も優れたもののひとつ。先行研究を咀嚼し、広く諸

歌集を対校して本文批判に踏み込み、現代もなお意味を失わない。  
 香川景樹（１７６８～１８４３）生前には総論と序の注のみ刊行、没後巻

６冬の部までが息香川景恒によって出版された。巻７賀以下は草稿のまま伝

わり、明治２８年（１８９５）景恒が２０巻分の註釈を世に出す。  
 跋文にしたがえば、巻７～１０は版本と同体裁に書かれ、所々に朱の訂正



があったらしい。また巻１１～２０は景樹の講義を熊谷直好（１７８２～１

８６２）が聞き書きしたものによると言う。  
 
 （参考）香川景樹短冊  
 天藍地紫の内曇斐紙に銀箔を蒔いた短冊（縦３４．２、横５．４糎）。  
 和歌２行書き、署名あり。  
    「山さとの花の盛はかはらねと  
     としとし人はこす成にけり 景樹」  
 
２１   古今集序文義考 （阪正臣影写）  
   明治１３年（１８８０）写 袋綴１冊◎  
 縹色地に蜀江錦文様を艶刷りした紙表紙（縦２６．０、横１８．２糎）、

その左肩に四周単辺の題簽（縦１８．３、横３．９糎）を押し、本文と同筆

にて「古今集序文義考堀翁／著述完」と墨書。  
 見返し本文共紙。透き写しのための薄様斐紙を用い、毎半葉９行書写。墨

付５６丁。朱・墨４０種類以上にのぼる多彩な記号を駆使し、序文の組み立

てを分析した特異な註釈である。  
 分析手法は橘守部（１７８１～１８４９）らの歌格研究に似る。巻末に堀

秀成（１８１９～１８８７）の跋、丁を改めて阪正臣（１８５５～１９３１）

書写奥書「此書明治十三年の頃伊勢のわたらひに／ありて堀秀成翁よりかり

て写しおきぬ／三清書屋主人正臣」。  
 著者堀秀成は古河藩士の家に生まれたが、家督を弟に譲って漢学・国学の

他馬術・槍術等をも学び、音韻に詳しく伊勢神宮にも出仕した。  
 掲出本は自筆原本のきわめて忠実丹念な写しとしてその意味は大きく、ま

た能書をもって聞こえた国学者阪正臣との交流を証するものでもある。  
 
（解題は高田が担当しました。事実誤認・記述の不適切等、是非ご批正下さ

い）  
 


